
１ 国語 

学校番号 ３１４ 

 

令和３年度 国語科 
 

教科 国語科 科目 古典Ｂ 単位数 ３ 年次 ２ 

使用教科書 新編 古典Ｂ改訂版（大修館書店） 

副教材等 

「読解をたいせつにする体系古典文法八訂版」（数研出版） 「最新国語便覧」（浜

島書店） 「改訂版よむナビ古典①基礎編」「改訂版よむナビ古典②必修編」（い

いずな書店） 「古文単語３３０」（いいずな書店） 

１ 担当者からのメッセージ 

・先祖が大切に慈しみ現在に伝えた、有名な古典作品を味わいましょう。 

・昔の物の考え方や感じ方にふれ、現代の我々にも共感できる民族の心を確かめましょう。 

・語彙や語法など、知識の積み重ねが読解の前提になるので、予習・復習をしましょう。 

２ 学習の到達目標 

・伝統的な言語文化に対する関心を持ち、国語を尊重する態度を育む。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b: 読む能力 ｃ: 知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

古典を読む力を高めるとと

もに、古典についての理解

や関心を深めようとしてい

る。 

古典作品に表れた思想や感情

を的確に読み取り、ものの見

方、感じ方、考え方を豊かに

する。 

古典理解のために必要な語

彙・語法の知識を身につけ

る。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワークシート等） 

記述の確認 

（ノート、ワークシート等） 

定期考査 

記述の確認 

（ノート、ワークシート等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の

観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

ａ ｂ ｃ 

１
学
期 

物
語
・随
筆 

『竹取物語』 

・「かぐや姫の昇天」 

『徒然草』 

・「丹波に出雲といふ所あり」 

『方丈記』 

・「行く河の流れ」 

 

○ ◎ ○ 

a:昔話として知っている物語の

結末を古文で読み、話のおもし

ろさを理解する。 

ｂ:随筆を読んで、人間社会など

に対する作者の思想を読み取

る。 

ｃ：本文を適切に口語訳し、登場

人物の言動を捉える。語彙の習

得。古典文法（付属語を中心に）

の理解。文学史的基礎知識の習

得。古典の背景の理解。 

ａ:行動の観察及び記述

の確認 

ｂ:記述の確認及び定期

考査 

ｃ:記述の確認 

小テスト及び定期考査 

 

 

 

             

 

ａ:行動の観察及び記述

の確認 

ｂ:記述の確認及び定期

考査 

ｃ:記述の確認 

小テスト及び定期考査 

 

漢
文 

『動物の寓話』 

・「朝三暮四」 

『儒家の思想』 

・「論語」・「荀子」 

 

 

 

 

○ ◎ ○ 

ａ：比較的短い寓話を読んで、故

事成語（四字熟語）の意味を理

解する。 

ｂ：儒家の思想に触れ、その特徴

について理解を深め、人間の生

き方やあり方について、自分の

考えを深める。 

ｃ：訓点に従って正しく訓読し、

本文を適切に口語訳し、作者の

ものの感じ方、考え方を読み取

る。語彙の習得。重要句形の習

得。 

 

２
学
期 

歌
物
語
・日
記 

『伊勢物語』 

・「初冠」 

『更級日記』 

・「あこがれ」 

 

 

 

 

○ ◎ ○ 

a:話のおもしろさや登場人物の

行動や心情を読み味わう。 

ｂ：本文を適切に口語訳し、登場

人物の行動と心情を読み取っ

ている。 

ｃ：語彙の習得。古典文法（敬語

表現を中心に）の理解。文学史

的な基礎知識の習得 

 

 

 

ａ:行動の観察及び記述

の確認 

ｂ:記述の確認及び定期

考査 

ｃ:記述の確認 

小テスト及び定期考査 

 

 

 

 

              

ａ:行動の観察及び記述

の確認 

ｂ:記述の確認及び定期

考査 

ｃ:記述の確認 

小テスト及び定期考査 

 

漢
文 

『史記』 

・「鴻門の会」 

・「四面楚歌」 

 

 

 

 

○ ◎ ○ 

ａ：歴史の中で躍動する登場人物

の行動や心情を読み取る。 

ｂ：訓点に従って正しく訓読し、

登場人物の関係について把握

し、それぞれの言動や心情を読

み取る。 

ｃ：語彙の習得。重要句形の習得。

作品・作者についての理解。 

 

 

 



３
学
期 

漢
文 

『桃花源記』 

 

 

 

 

 

 

○ ◎ ○ 

a:漢文訓読の独特の表現に親し

むとともに、物語に込められた

思想や感情を読み取る。 

ｂ：漢文を適切に口語訳し、中国

の古典に込められた作者のも

のの感じ方、考え方を読み取

る。 

ｃ：語彙の習得。重要句形の習得。

作品についての理解。 

 

 

ａ:行動の観察及び記述

の確認 

ｂ:記述の確認及び定期

考査 

ｃ:記述の確認 

小テスト及び定期考査 

 

軍
記
物
語 

『平家物語』 

・「祇園精舎」 

・「木曽の最期」 

 

○ ◎ ○ 

ａ：物語を読んで、人間、社会、

自然に対する作者の思想や感

情を読み取る。 

ｂ：本文を適切に口語訳し、作者

のものの感じ方、考え方を読み

取る。 

ｃ：語彙の習得。古典文法（付属

語を中心に）の理解。文学史的

基礎知識の習得。 

。 

 

 

ａ:行動の観察及び記述

の確認 

ｂ:記述の確認及び定期

考査 

ｃ:記述の確認 

小テスト及び定期考査 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度 ｂ:読む能力 ｃ:知識・理解 

 

※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に位置付けて○印を、

また、その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」）に関わる観

点には◎を付している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


